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第４回化学物質専門調査会議事概要

平成１９年６月５日（火）　１０：００～１２：００

議事概要：

１）食品に含まれるトランス脂肪酸の評価基礎資料調査の報告について

・平成１８年度に食品安全委員会が実施した国内に流通している食品３８６検体のトランス脂肪酸の含有量及び摂取量の調査

結果から、日本人の一日当たりの平均的なトランス脂肪酸の推計摂取量は総エネルギー摂取量の０．３～０．６％であり、

ＷＨＯ/ＦＡＯ合同専門家会合が目標とする一日当たりの総エネルギー摂取量の１％未満であることが報告された。

その後、この報告に対して、３人の専門参考人から意見を聴取し、質疑を行った後、座長による以下の取りまとめが行われた。

○偏った食事をしている場合などでは、平均値を上回る摂取量となる可能性があるため、脂肪のとりすぎをやめ、動物、植物、

魚由来の脂肪をバランスよくとることが大切である。また、トランス脂肪酸のみでなく、脂肪全体の摂取の中におけるトランス脂

肪酸の摂取を考え、総合的に考えることが大切である。

○現時点においては、日本国内におけるトランス脂肪酸のリスク評価を行うための毒性データ等の科学的知見が十分でない

ことから、今後とも、日本人（又は日本での）の摂取量や各摂取レベルにおける健康への影響等に関する国内外の新たな知見

を蓄積していくことが必要である。

○現在、国際的なトランス脂肪酸をめぐる動きを踏まえて、一部の企業ではトランス脂肪酸の低減対策を講じているところもあ

るが、消費者の健康を保護する観点から、このような取組は継続されることが望ましい。

・また、事務局からトランス脂肪酸のファクトシートの更新案が示され、各専門委員から意見を求めることとなった。

＜参考＞

○トランス脂肪酸

マーガリンやショートニングなど加工油脂や、これらを原料として製造される食品のほか反芻動物の乳や肉などに含まれる脂

肪酸の一種です。トランス脂肪酸の作用としては、悪玉コレステロールといわれているLDLコレステロール（低比重リポたん白

質：肝臓から体内の各部へコレステロールを運ぶ物質）を増加させ、善玉コレステロールといわれているHDLコレステロール

（高比重リポたん白質：体内の各部から肝臓へコレステロールを運ぶ物質）を減少させる働きがあるといわれています。
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